
令和７年度 

 第１回志布志市総合教育会議 

 

令和７年６月12日（木） 

午前９時～午前10時30分予定 

志布志庁舎４階 庁議室 

 

＜ 会 次 第 ＞ 

 

１ 開  会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 議  題  

  報 告 

 ア 今後の児童生徒数の推移について 

イ 志布志市学びの多様化に係る基本構想策定検討委員会について 

  協 議 

ア 松山地域の学校統合に係る義務教育学校の設置方針（案）について 

  イ 学校給食における飲用牛乳の対応（案）について 

  

４ そ の 他 

 

５ 閉  会 
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志布志市学びの多様化に係る基本構想策定検討委員会における設置検討の概要について 

 

１ 学びの多様化学校の設置に向けて 

   学びの多様化学校（義務教育学校）の設置 

  基本理念 

  「ゆっくり じっくり ともに 未来へ」 

   ～子供の多様性や主体性を尊重し、人とのつながりを大切にしながら、子供たち一人一人に 

   応じた学びを支援します～ 

  特徴 

  ① 相談できる専門家の配置（ＳＣ・ＳＳＷ・学校教育専門官・公認心理士等） 

  ② プレイルーム兼リビングルームとフリーラーニングルームの設置（プレイルーム兼リビン 

   グルームは読書コーナー・卓球台等を整備、フリーラーニングエリアは個別学習コーナー・ 

   グループ学習コーナー等を整備） 

  場所  

  ・ 志布志市役所有明庁舎別館（住所：志布志市有明町野井倉1756番地） 

  規模・施設環境  ※ 施設の概要については別紙参照 

・ 小学校４年生から６年生までの10人程度、中学校１年生から３年生までの30人程度の受け 

 入れを想定 

  ・ オンライン学習支援センターや市教育支援センター学びの多様化教室松風との連携が可能 

  教育課程  

  ・ 小・中学校共に１コマ40分授業とし、教育 

   課程の総時数は875時間とします。 

   ① 学級活動においてＳＳＴ・構成的グルー 

    プエンカウンター等を充実させます。 

   ② 総合的な学習の時間において、探究学習・ 

    各教科の補充や発展学習（AIドリルの活用） 

    等を充実させます。 

  ・ 学年に応じた学習を進めることが困難な児童 

   生徒に対して、時間割の工夫や個々に応じた学 

   習場所や方法を選択できるようにすることで柔 

   軟な学習支援を行います。 

   ※ SST…社会生活や日常生活を円滑に送る際に必要となるスキルを身に付けるためのトレーニ 

    ング 

    ※ 構成的グループエンカウンター…ゲームや話し合いを通して、自分を見つめ直したり、人と 

    のつながりを深めたりする体験型の活動 

  職員配置  

  ・ 教職員の配置については、公立義務教育諸学校学級編成基準、公立小・中学校教員配置基 

準に照らし、県教育委員会と協議します。 
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 転入学対象者  

以下の要件を満たし、市教育委員会学びの多様化学校転入学検討委員会が転入学に適してい 

  ると判断した児童生徒 

  ① 小学校４年生から中学校３年生までの志布志市在住または市内転入予定である児童生徒 

  ② 心理的な不安の傾向等があり、継続又は断続的に概ね30日以上の欠席のある児童生徒 

  ③ 児童生徒・保護者ともに入学・転学の意思があること 

  ④ 学びの多様化学校で学びたいという意思のある児童生徒 

  ⑤ 転入学前の面談や市教育支援センター学びの多様化教室松風の体験通所を行った児童生徒 

  令和８年４月の転入学までの流れ 

  ① 保護者説明会に参加 

  ② 市教育委員会での事前親子面談に出席 

  ③ 市教育支援センター学びの多様化教室松風での体験通所 

  ④ 保護者が在籍小・中学校長に転入学の意思を連絡し、在籍校の校長が市教育委員会に転入 

   学通知書類を提出 

  ⑤ 学びの多様化学校転入学検討委員会で転入学に関する適否の審議 

  学校説明会 

    第１回：令和７年６月24日（火）19：00開始  ※ 第２回：７月予定 第３回：秋予定  

   市教育支援センター（学びの多様化教室 松風）と学びの多様化学校との併設 

志布志市立学びの多様化

学校 

 家から出ることはできるが、在籍する学校に行くことがで

きず、在籍校での学習が難しい児童生徒の学びの場 

市教育支援センター 

学びの多様化教室松風 

 家から出ることはできるが、学校に行くことができず、在籍

校での学習を目指している児童生徒の学びの場 

オンライン学習支援 
 学校にも市教育支援センターにも通うことができていない

児童生徒の学びの場 

   オンラインでの学習支援 

   同施設内にオンライン学習配信拠点を設置し、学校や市教育支援センター等に通うことがで 

きない児童生徒が、自宅からオンラインで学びを継続することができるようにします。 

 

２ 学びの多様化に係る関係機関相関図 
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★志布志市立学びの多様化学校の教室配置★ 

有明庁舎別館１階（広さ 669.5 ㎡） 

有明庁舎別館２階（広さ 669.5 ㎡） 
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松山地域の学校統合に係る義務教育学校の設置方針（案）について 

 

１ 設置する時期 

  令和11年４月１日 

 

２ 設置する場所 

  市立松山中学校敷地（志布志市松山町泰野3870番地） 

 

３ 設置する理由 

  松山地域の各コミュニティ協議会会長の連名での要望を受け設置した志布

志市松山地域の学校の在り方検討委員会において、令和７年４月16日に基本

方針、今後の方向性、教育環境の整備等に関する要望等の最終取りまとめが

決定した。 

  この最終取りまとめに鑑み、松山地域の学校が将来の担い手となる子供た

ちにとって、より良い学びの場となり、「教育のまち 松山」を実現するた

め、松山地域の小学校３校及び中学校１校を統合し、義務教育学校を設置す

る。 

 

  

－12－

３－⑵－ア



－13－



松山地域における学校の在り方について 

   

令和７年５月に松山地域における学校の在り方検討委員会（飛松 正文 委員長）から提出

された「松山地域の学校の在り方に関する検討内容の最終取りまとめ」の中で下記の通りの

方向性が示されました。 

 

 

 

 

  今回は松山地域にある３つの小学校と１つの中学校が統合されることから、学校の形態と

しては、小中一貫教育を円滑に推進していくために、「義務教育学校」が望ましいと考えてい

ます。また、本市初となる９年間を見通す義務教育学校の設置は「教育のまち松山」を目指

す本地域にとっても、大変有意義であると思われます。 

これらのことを踏まえて、教育委員会としては、松山中学校の敷地内に小学校と中学校の

校舎を配置し、施設一体型の新たな義務教育学校として整備していきます。 

 

〇 これからの松山地域の学校の在り方について 

  

新設される義務教育学校 

現在の松山地区３小１中 

松山小学校 

泰野小学校 

尾野見小学校 

松山中学校 

施設の形態 施設一体型（１校） 独立型（４校） 

修業年限 

９年 

※ ９年間を、【４・３・２】制や

【４・５】制に分けることが可能

になり、発達段階に応じた柔軟な

学年制の設定が可能 

小学校→６年 

中学校→３年 

 

組織・運営 

校長１人 

教頭２人（小１・中１） 

養教１人 

事務１人 

※ １つの教職員組織 

各校校長１人 

各校教頭１人 

各校養教１人 

各校事務１人 

※ ４つの教職員組織 

教育課程 
９年間を意識した教育目標の設定、

９年間の系統性に配慮した教育課程 

小→６年間、中→３年間の発達段階

に応じた教育目標、教育課程の設定 

職員室 １（一体化） ４（４校それぞれに設置） 

ＰＴＡ １（一体化） ４（４校それぞれに設置） 

入学式 

卒業式 

１年：入学式 ６年：前期終了式 

７年：進級式 ９年：卒業式 

小１：入学式 小６：卒業式 

中１：入学式 中３：卒業式 

学校行事等 小１から中３まで全学年が参加 各校でそれぞれ開催 

 

   統合の形態 小中一貫校（義務教育学校） 

   統合後の学校の位置 松山中学校 

   統合の時期 令和 11 年４月 
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学校給食における飲用牛乳の対応（案）について 

 

現在、完全給食として飲用牛乳提供を原則としているが、食物アレルギー以外の理

由により牛乳を飲めない児童生徒と牛乳を飲むことの重要性の理解が不十分と思われ

ることにより牛乳を飲まない児童生徒がおり、毎日一定数廃棄し、食品ロスが生じて

いる。 

今後、児童生徒及び保護者に学校給食における牛乳を飲むことの必要性の理解を強

化するために、牛乳飲用啓発強化期間を設けるとともに、「どうしても飲めない」児

童生徒については、保護者が「飲用牛乳停止届」を提出することにより牛乳の提供を

停止し、併せてアレルギー又は乳糖不耐症の児童生徒への対応等については、次のと

おりとする。 

 

１ 牛乳飲用啓発強化期間の設定 

  令和７年度７月から11月まで 

 ※ 栄養教諭や外部講師等による授業及び資料による保護者への啓発と継続的な取

組とするためのスキームを作成する。 

 

２ 「どうしても飲めない」児童生徒への対応（「飲用牛乳停止届」の提出） 

  11月に学校を通して保護者に案内を行い、味覚、嗅覚、食感等の理由で、どうし

ても牛乳を飲めない児童生徒については、「飲用牛乳停止届」を提出することによ

り飲用牛乳停止の対応を開始する。この場合において、代替の飲み物は提供しない。 

 

３ アレルギー等がある児童生徒への対応（「診断書」の提出） 

  11月に学校を通して次のとおり案内を行う。 

   アレルギーのある児童生徒への対応 

   現在、牛乳の提供は行っていないが、保護者の希望により「お茶を提供する」

又は「代替の飲み物を提供しない」を選択できるようにする。 

   アレルギー以外の児童生徒への対応 

   乳糖不耐症の児童生徒については、保護者の希望によりラクトースフリーの牛

乳を提供できるようにする。 

 

４ 飲用牛乳の停止等の開始時期 

  令和７年度３学期 

 

５ その他 

   飲用牛乳停止届の提出があった家庭に対しては、引き続き「カルシウム摂取や

牛乳を飲むことの大切さ」を伝えていく。 

   飲用牛乳再開の希望があった場合は、速やかに再開する。 

   教職員等への対応も同様に行う。 
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